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手
を
つ
な
げ
ば
、 

き
っ
と
う
ま
く
い
く
。 

大学の「知」と地域の「活力」 

連携から広がる無限の可能性 

皆さんと一緒に、この街を、そして住む人を元気にしていきたい 

地域とともに 

金沢大学社会貢献室 
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「能登里山マイスター」
養成プログラムが目指すもの

過疎化や高齢化など、多くの問題を抱える奥能登地域。平成18年10月、金沢大学は珠洲市に研究交流
拠点となる「能登半島 里山里海自然学校」を開校した。それから1年。今度は平成19年度文部科学省
科学技術振興調整費を得て、能登の活性化に資する地域のリーダーを養成することを目的とした「能
登里山マイスター」養成プログラムを投入したのだ。本プログラムでは「トキがよみがえる里山再生」
をキーワードに、環境配慮型の農林業をベースとしたビジネスを創出していく。能登に拠点を設けた
ことでますます広がりを見せる奥能登再生の取り組みと狙いを紹介する。

※トキの写真はいずれも佐渡トキ保護センター提供

金沢大学が始めた“大学らしからぬこと”

社会貢献室　宇野文夫
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4

10
―
40
歳
代
の
16
人
が

里
山
の
専
門
家
を
目
指
す

能
登
半
島
の
先
端
に
あ
る
珠
洲
市
三

崎
町
。
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
再
活

用
し
た
「
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
能
登
学
舎
」

で
、
昨
年
１０
月
６
日
に
「
能
登
里
山
マ

イ
ス
タ
ー
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
開
講

式
を
迎
え
た
。
開
講
式
の
あ
い
さ
つ
で
、

金
沢
大
学
の
橋
本
哲
哉
副
学
長
は
「『
能

登
に
高
等
教
育
機
関
を
』
と
い
う
地
元

の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
今
日

こ
こ
に
一
つ
の
拠
点
を
構
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
環
境
を
テ
ー
マ
に
能
登
を
活

性
化
す
る
人
材
を
養
成
し
た
い
」
と
力

を
込
め
た
。

こ
こ
で
学
ぶ
１

期
生
は
１９
歳
か
ら

４４
歳
ま
で
の
男
女

１６
人
。
金
沢
か
ら

２
時
間
半
か
け
て

自
家
用
車
で
通
う

受
講
生
も
い
る
。

開
講
式
で
は
、
受

講
生
も
自
己
紹
介

し
な
が
ら
、「
奥

能
登
に
は
歴
史
に

培
わ
れ
た
生
活
や

生
き
る
糧
を
見
出

す
ノ
ウ
ハ
ウ
が
さ

ま
ざ
ま
に
あ
る
。

そ
れ
を
発
掘
し
た

い
」「
能
登
の
資

源
で
あ
る
自
然
と

里
山
に
農
林
水
産

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

可
能
性
を
探
り
た

い
」
な
ど
と
抱
負
を
述
べ
た
。
志
を
持

っ
て
集
ま
っ
た
若
者
た
ち
の
言
葉
は
生

き
生
き
と
し
て
い
た
。

か
つ
て
小
学
校
で
使
わ
れ
て
い
た
紅

白
の
幕
を
学
舎
の
玄
関
に
張
り
、
あ
い

さ
つ
と
看
板
の
除
幕
と
い
う
簡
素
な
式

だ
っ
た
が
、
地
元
の
人
た
ち
も
温
か
く

開
講
を
見
守
っ
た
。
５
年
間
に
及
ぶ
大

学
の
「
能
登
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
」
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
う
し
て
船
出
し
た
。

で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
を
目
指

し
て
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い

て
い
る
の
か
。

４
市
町
と
２
大
学
が
手
結
び

珠
洲
に
人
材
育
成
の
拠
点

ま
ず
、
能
登
の
現
状
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
事
例
を
示
す
。
能
登
半
島
の
過

疎
化
は
全
国
平
均
よ
り
速
い
テ
ン
ポ
で

進
ん
で
い
る
。
と
く
に
奥
能
登
４
市
町

（
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
穴
水
町
、
能
登

町
）
の
人
口
は
現
在
８
万
１
千
人
だ
が
、

７
年
後
の
２
０
１
５
年
に
は
２
割
減
の

６
万
５
千
人
、
６５
歳
以
上
の
割
合
が

４４
％
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
る
（
石
川

県
推
計
）。
こ
の
過
疎
化
は
さ
ま
ざ
ま
な

現
象
と
な
っ
て
表
出
し
て
い
る
。

能
登
半
島
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

祭
礼
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。
伝

統
的
な
奉
灯
祭
は
「
キ
リ
コ
」

を
担
ぎ
出
す
。
キ
リ
コ
は
収
穫

を
神
に
感
謝
す
る
祭
礼
用
の
奉

灯
が
巨
大
化
し
た
も
の
で
、
そ

の
高
さ
は
１２
ｍ
に
及
ぶ
。
黒
漆

と
金
蒔
絵
で
装
飾
さ
れ
た
ボ
デ

ィ
、
錦
絵
が
描
か
れ
た
奉
灯
、

何
基
も
の
キ
リ
コ
が
鉦か
ね

と
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
社

や
し
ろに

集
っ
て
く
る
。

華
や
か
な
祭
り
の
な
か
に
も
能
登
の
現

実
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ

コ
は
本
来
担
ぐ
も
の
だ
が
、
キ
リ
コ
に

車
輪
を
つ
け
て
若
い
衆
が
押
し
て
い
る
。

か
つ
て
集
落
に
若
者
が
大
勢
い
た
時
代

は
キ
リ
コ
を
担
ぎ
上
げ
た
が
、
い
ま
は

人
足
が
足
り
ず
そ
の
パ
ワ
ー
は
な
い
。

車
輪
を
つ
け
て
で
も
キ
リ
コ
を
出
せ
る

集
落
は
ま
だ
い
い
。
そ
の
キ
リ
コ
す
ら

出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
集
落
が
多
く
あ

り
、
社
の
倉
庫
に
能
登
の
伝
統
遺
産
が

眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昨
年
３
月
２５
日
の
能
登
半

島
地
震
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９
、

震
度
６
強
。
こ
の
震
災
で
１
人
が
死
亡
、

２
８
０
人
が
重
軽
傷
を
負
い
、
３
７
０

棟
が
全
半
壊
、
２
千
人
余
り
が
避
難
所

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
自
宅
の
再

建
を
断
念
し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
を

離
れ
、
子
や
孫
が
住
む
都
会
に
移
住
す

る
お
年
寄
り
も
目
立
つ
。
能
登
の
過
疎

化
に
拍
車
が
か
か
る
。
も
は
や
能
登
、

と
く
に
奥
能
登
の
地
域
再
生
は
「
待
っ

た
な
し
」
の
状
態
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
奥
能
登
の
現
状
に
、
大
学

は
文
部
科
学
省
科
学
技
術
振
興
調
整
費

の
採
択
を
得
て
「
能
登
里
山
マ
イ
ス
タ

ー
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
投
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
奥
能
登
に
拠
点
を
構
え

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

連
携
す
る
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
穴
水
町
、

能
登
町
の
４
市
町
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

講
師
派
遣
と
い
う
形
で
参
画
す
る
石
川

県
立
大
学
を
交
え
、「
地
域
づ
く
り
連
携

協
定
」
を
結
ん
だ
（
昨
年
７
月
１３
日
）。

地
域
の
現
状
を
好
転
さ
せ
た
い
と
心

か
ら
願
っ
て
い
る
の
は
当
該
の
自
治
体

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
自
治
体
に
と
っ
て
、

課
題
の
解
決
に
向
け
て
大
学
に
協
力
を

求
め
よ
う
と
し
て
も
「
敷
居
」
が
高
い
。

そ
こ
で
、
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
敷

居
を
取
り
払
い
た
い
考
え
だ
。
協
定
内

容
は
ご
く
簡
単
に
地
域
再
生
、
地
域
教

育
、
地
域
課
題
の
３
点
に
つ
い
て
協
力

す
る
と
い
う
も
の
。
調
印
を
終
え
、
林

勇
二
郎
学
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の

首
長
と
が
っ
ち
り
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
請
段
階
か
ら
関
わ

っ
た
珠
洲
市
の
泉
谷
満
寿
裕
市
長
は

「
能
登
に
は
高
等
教
育
機
関
が
な
い
の

で
、
若
い
人
材
が
都
会
に
流
失
し
て
い

く
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
Ｕ
タ
ー
ン
希

望
者
ら
の
呼
び
水
の
一
つ
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
何
度
も
強
調
し
た
。
七
尾
市

和
倉
温
泉
「
加
賀
屋
」
の
小
田
禎
彦
会
長

は
「
能
登
に
人
づ
く
り
の
拠
点
が
で
き

る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
た
」
と
話
し
、

若
手
社
員
を
受
講
生
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
送
り
込
ん
だ
。
地
域
の
期
待
は
予

想
以
上
に
大
き
か
っ
た
。

環
境
配
慮
型
の
農
業
で

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出

そ
れ
で
は
、
能
登
学
舎
で
ど
の
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の

旧の小学校校舎を再活用した能登学舎。看板を除幕し、開講を祝った

金沢大学の林学長（中央）と奥能登4市の首長が地域づくり連携協定を結びがっちりと握手した

受講生募集パンフレット
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か
。
学
ぶ
の
は
社

会
人
で
あ
り
、
地

域
貢
献
型
の
講
座

と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
に
な
っ
て
い
る
。

授
業
は
２
本
立
て

と
し
て
い
る
。
一

つ
は
金
曜
日
の
午

後
６
時
２０
分
か
ら

午
後
７
時
５０
分
ま

で
開
か
れ
る
「
地

域
づ
く
り
支
援
講

座
」（
隔
週
）
で
、一

般
市
民
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
駐
車
場

が
確
保
で
き
、
交

通
ア
ク
セ
ス
が
よ

い
能
登
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
輪

島
市
三
井
町
）
に

特
別
教
室
を
開
設

し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
珠
洲
市
三
崎
町
の
能
登

学
舎
で
の
メ
イ
ン
の
授
業
で
、
土
曜
日

の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
「
自
然
共

生
型
能
登
再
生
論
講
座
」「
ニ
ュ
ー
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
講
座
」「
新
農
法
特
論

講
座
」「
営
農
実
習
」
の
４
つ
の
講
座
の

演
習
な
ら
び
に
実
習
を
行
な
う
。
実
習

は
農
業
の
ベ
テ
ラ
ン
が
指
導
す
る
。
今

年
に
入
っ
て
の
授
業
を
い
く
つ
か
紹
介

す
る
と
、
農
業
参
入
し
た
水
産
加
工
会

社
「
ス
ギ
ヨ
」
が
七
尾
市
能
登
島
に
持

つ
農
場
で
ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
を
テ
ー
マ

に
営
農
予
備
実
習
（
１
月
１９
日
）
を
行

っ
た
。
な
る
べ
く
農
薬
を
使
わ
な
い
野

菜
の
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
加
工
、
流
通

を
学
ぶ
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
知
的

財
産
法
を
生
か
し
た
地
域
お
こ
し
」
を

テ
ー
マ
に
大
友
信
秀
教
授
（
法
学
部
）

が
能
登
の
「
沢
野
ご
ぼ
う
」、
加
賀
の

「
ヘ
イ
ケ
カ
ブ
ラ
」
と
い
っ
た
特
産
野
菜

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ

た
（
２
月
２３
日
）。
環
境
配
慮
型
の
農
業

を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
を
ど
う
ビ
ジ
ネ
ス

化
す
る
か
。
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。「
能
登
里

山
マ
イ
ス
タ
ー
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

研
究
代
表
者
の
中
村
浩
二
教
授
（
生
態

学
）
は
口
癖
の
よ
う
に
言
う
。「
大
学
ら

し
か
ら
ぬ
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
。
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
の
運
営
で
あ
る
。

受
講
生
に
は
２
年
間
の
修
了
時
に

「
今
後
能
登
で
取
り
組
む
自
然
と
共
生
し

た
農
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
の
論
文

と
就
農
計
画
の
提
出
を
求
め
る
。
大
学

は
修
了
者
に
「
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
」
の

称
号
を
与
え
、
生
態
学
や
農
村
社
会
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
共
同
研
究
に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
り
、
情
報
提
供
な
ど
を
通

じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

生
産
量
か
ら
品
質
へ
の
転
換

農
業
の
担
い
手
定
着
を
促
す

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
文
部
科
学
省
に

申
請
す
る
段
階
で
念
頭
に
置
い
た
、
お

手
本
の
よ
う
な
地
域
の
事
例
が
あ
る
。

能
登
半
島
の
付
け
根
に
羽
咋
市
神
子

み

こ

原は
ら

地
区
と
い
う
過
疎
と
高
齢
が
進
む
集

落
（
１
７
０
世
帯
５
０
０
人
）
が
あ
る
。

大
量
生
産
が
望
め
な
い
不
利
な
栽
培
条

件
な
が
ら
、
山
の
た
め
池
を
共
有
し
、

人
々
は
手
を
か
け
て
稲
を
育
て
て
い
る
。

そ
の
米
が
「
神
子
原
米
」
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
、
高

級
旅
館
の
朝
食

に
、
あ
る
い
は
そ

の
米
で
造
ら
れ
た

純
米
酒
は
フ
ァ
ー

ス
ト
ク
ラ
ス
の
機

内
食
と
し
て
供
さ

れ
る
な
ど
高
い
付

加
価
値
を
つ
け
る

こ
と
に
成
功
し

た
。
生
産
量
は
多

く
な
い
の
で
、
決

し
て
豊
か
な
地
区

で
は
な
い
。
し
か

し
、
目
立
っ
て
い

た
空
き
家
に
、
神

子
原
で
米
づ
く
り

を
し
て
み
た
い
と

志
す
都
会
の
４
家

族
１３
人
が
入
居

し
、
地
域
は
活
気

づ
い
て
い
る
。

能
登
は
そ
の
地
形
か
ら
大
規
模
な
河

川
が
な
く
、
平
野
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

集
落
が
共
同
で
た
め
池
を
つ
く
り
、
そ

の
水
を
分
け
合
っ
て
水
田
を
耕
し
て
き

た
。
個
人
ベ
ー
ス
で
は
小
規
模
農
業
で

あ
り
、
生
産
量
を
競
う
米
づ
く
り
に
は

不
向
き
だ
が
、「
た
め
池
共
同
体
」
で
あ

る
こ
と
を
生
か
し
、
集
落
が
ま
と
ま
っ

て
ブ
ラ
ン
ド
米
づ
く
り
に
乗
り
出
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
米
づ
く

り
が
個
人
で
は
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

立
す
る
素
地
が
能
登
に
は
あ
る
。

追
い
風
も
あ
る
。
食
の
安
全
と
安
心

を
求
め
る
消
費
者
の
声
が
高
ま
り
、
昨

年
度
（
’０６
年
）
か
ら
政
府
は
新
農
業
政

策
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

を
掲
げ
、
環
境
保
全
型
の
農
業
へ
と
大

き
く
舵か
じ

を
切
っ
て
い
る
。
生
産
量
を
誇

る
の
で
は
な
く
、
環
境
に
過
度
の
負
荷

を
か
け
な
い
、
品
質
の
確
か
な
農
業
へ

の
転
換
で
あ
る
。
新
し
い
農
業
の
時
代

を
担
う
人
材
を
能
登
の
地
で
育
む
こ
と

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
風
光
明
媚
な

観
光
資
源
や
魚
介
類
の
水
産
資
源
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
生

か
し
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
体
験
農
業
、

あ
る
い
は
食
品
産
業
と
の
連
携
に
よ
る

新
事
業
の
展
開
な
ど
、「
農
」
を
キ
ー
コ

ン
セ
プ
ト
と
す
る
新
し
い
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
造
す
る
若
い
人
材
が
定
着
す

れ
ば
、
能
登
再
生
の
展
望
は
ほ
の
か
に

見
え
て
く
る
。

エコツアーのプランニングを発表する受講生。1期生は社会人16人で、授業は演習や実習が中心だ

金曜日は多彩なゲスト講師による地域づくり支援講座（公開）が開かれる

能登里山マイスター養成プログラムの概要
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「
能
登
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
」
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
具
体
化
さ
れ
る
ま
で
の
い

き
さ
つ
や
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
能
登

で
養
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
。
こ
こ

で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
主
眼
は
「
農

業
名
人
」
を
育
成
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

環
境
配
慮
を
テ
ー
マ
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
な
う
若
手
人
材
の
養
成
な
の
で
あ

る
。
で
は
、
申
請
時
に
計
画
し
た
６０
人

の
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
を
育
て
れ
ば
能
登

を
再
生
で
き
る
の
か
、
そ
れ
は
容
易
で

は
な
い
。
次
な
る
能
登
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

あ
る
い
は
仕
掛
け
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
が
大
学
が
目
指
す
「
能
登
里

山
マ
イ
ス
タ
ー
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

本
題
で
も
あ
る
。

本
州
最
後
の
１
羽
が

能
登
で
捕
獲
さ
れ
た
理
由

環
境
配
慮
型
の
農
業
を
行
な
う
こ
と

で
、
副
次
的
に
水
田
に
は
ド
ジ
ョ
ウ
や

タ
ニ
シ
と
い
っ
た
生
き
物
が
増
え
る
。

あ
る
意
味
で
単
純
な
こ
と
が
実
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
の
に
気
づ
く
の
に
半
世

紀
を
要
し
て
い
る
。
急
減
し
た
ト
キ
が

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

’５０
年
代
、
日
本
は
戦
後
の
食
糧
増
産
に

励
ん
で
い
た
。
農
業
と
環
境
の
問
題
に

い
ち
早
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
レ
チ
ェ

ル
・
カ
ー
ソ
ン
は
’６０
年
代
に
記
し
た
名

著
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
ス
プ
リ
ン
グ
」
に
、

「
春
に
な
っ
て
も
鳥
は
鳴
か
ず
、
生
き
物

が
静
か
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
記
し
た
。
農
業
は
豊
か
に
な
っ
た
け

れ
ど
も
春
が
静
か
に
な
っ
た
。

’７０
年
、
日
本
で
本
州
最
後
の
１
羽
の

ト
キ
が
能
登
半
島
の
穴
水
町
乙
ヶ
崎
で

捕
獲
さ
れ
た
。愛
称
は「
能
里（
ノ
リ
）」、

オ
ス
だ
っ
た
。
繁
殖
の
た
め
佐
渡
の
ト

キ
保
護
セ
ン
タ
ー
へ
送
ら
れ
た
が
、
翌

’７１
年
に
死
亡
し
た
。
解
剖
さ
れ
た
能
里

の
肝
臓
や
筋
肉
か
ら
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
な
ど
の

有
機
塩
素
系
農
薬
や
水
銀
が
高
濃
度
で

検
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
’０３
年
、
佐
渡
の

「
キ
ン
」
が
死
亡
し
、
日
本
の
ト
キ
は
沈

黙
し
た
ま
ま
絶
滅
し
た
。

そ
の
後
、
同
じ
遺
伝
子
を
持
つ
中
国

産
の
ト
キ
が
佐
渡
で
人
工
繁
殖
し
、
９１

羽
（
今
年
１
月
現
在
）
に

増
殖
し
て
い
る
。
環
境
省

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
感
染
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
本
州
で
の
分
散

飼
育
を
始
め
、
昨
年
１２
月

に
４
羽
（
２
つ
が
い
）
を

東
京
都
多
摩
動
物
園
に
移

送
し
た
。
能
美
市
に
あ
る

県
営「
い
し
か
わ
動
物
園
」

も
分
散
飼
育
の
受
け
入
れ

に
名
乗
り
を
上
げ
て
い

る
。
分
散
飼
育
の
後
、
人

工
増
殖
し
た
ト
キ
を
最
終

的
に
野
生
化
さ
せ
る
の
が

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

標
で
あ
る
。

途
絶
え
た
と
は
い
え
、

能
登
に
最
後
の
１
羽
ま
で
生
息
し
た
の

に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
能
登

に
は
大
小
２
千
と
も
い
わ
れ
る
水
稲
栽

培
用
の
た
め
池
が
村
落
の
共
同
体
、
あ

る
い
は
個
別
農
家
に
よ
り
維
持
さ
れ
て

い
る
。
た
め
池
は
中
山
間
地
に
あ
り
、

上
流
に
汚
染
源
が
な
い
た
め
水
質
が
保

た
れ
て
い
る
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
カ

エ
ル
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
サ
ワ
ガ
ニ
、
ド

ジ
ョ
ウ
な
ど
の
生
き
物
が
量
、
種
類
と

も
豊
富
で
あ
る
。
た
め
池
に
プ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
多
様
な
生
き
物
は
用
水
路
を

伝
っ
て
水
田
へ
と
分
配
さ
れ
て
い
る
。

巣
立
つ
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
に

農
村
再
生
の
夢
を
託
す

も
ち
ろ
ん
、
机
上
の
話
だ
け
で
は
現

実
は
進
ま
な
い
。
か
つ
て
奥
能
登
で
ト

キ
は
ド
ゥ
と
呼
ば
れ
、
水
田
の
早
苗
を

踏
み
荒
ら
す
害
鳥
と
さ
れ
た
。
ド
ゥ
と

は
「
追
っ
払
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ト
キ
を
野
生
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
生
態

環
境
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、
生
産

者
と
住
民
を
交
え
た
地
域
の
合
意
形
成

が
必
要
で
あ
る
。
ト
キ
と
共
存
す
る
こ

と
に
よ
る
経
済
効
果
、
た
と
え
ば
農
産

物
に
対
す
る
付
加
価
値
や
観
光
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
へ
の
広
が
り
な

ど
経
済
的
な
評
価
を
行
な
い
、
生
産
者

や
住
民
に
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
な
が
ら
、

ト
キ
の
生
息
候
補
地
を
増
や
し
て
い
く

と
い
っ
た
合
意
形
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
大
学
が
能
登
半
島
で
地
域

住
民
と
協
働
し
て
実
施
し
て
い
る
生
物

多
様
性
調
査
に
都
市
の
消
費
者
も
加
わ

っ
て
も
ら
い
、
長
期
モ
ニ
タ
ン
リ
ン
グ

に
よ
り
農
環
境
の
「
安
全
証
明
」
を
担

保
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
れ

ば
、
環
境
と
農
業
、
地
域
と
都
市
の
生

活
者
が
連
携
す
る
自
然
と
共
生
し
た
能

登
型
の
環
境
再
生
モ
デ
ル
が
実
現
す
る

の
で
は
な
い
か
。
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
に

ぜ
ひ
、
ト
キ
が
舞
う
能
登
の
農
村
再
生

を
託
し
た
い
。
そ
れ
は
能
登
の
里
山
ル

ネ
サ
ン
ス
（
再
興
）
と
い
っ
て
よ
い
。

１
月
２６
日
、
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
で
金
沢
大
学
「
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
主
催
し
て
、
ト
キ
の
生
息
環
境

を
テ
ー
マ
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
里

地
里
山
の
生
物
多
様
性
保
全
〜
能
登
半

島
に
ト
キ
が
舞
う
日
を
め
ざ
し
て
〜
」

を
開
催
し
た
。
当
日
は
雪
に
見
舞
わ
れ
、

早
朝
に
震
度
５
弱
の
余
震
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
定
員
を
超
え
る
１
８

０
人
も
の
聴
衆
が
訪
れ
、
ト
キ
に
対
す

る
能
登
の
人
た
ち
の
関
心
の
高
さ
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
大
学
に
で
き
る
地
域
貢

献
、
あ
る
い
は
社
会
貢
献
と
は
地
域
と

手
を
つ
な
ぎ
、
夢
を
育
み
、
実
現
に
向

か
っ
て
知
恵
を
出
し
前
に
進
む
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。
希
望
は
そ
の
先
に
見

え
て
く
る
。

6

「
ト
キ
が
舞
う
能
登
半
島
」を
実
現
し

独
自
の
環
境
再
生
モ
デ
ル
を
構
築
へ

能登に再びトキが生息できるような里山の再生を目指す

里山の自然を知るため、珠洲市内の山林に入り、アテと呼ばれる能登ヒバを
見学する受講生
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8

全
国
で
進
む
砂
浜
の
減
少

砂
利
の
過
剰
採
取
が
要
因

砂
浜
の
減
少
は
、
千
里
浜
に
限
ら
ず

全
国
の
海
岸
で
進
ん
で
い
る
。
砂
浜
の

砂
は
、
山
に
あ
る
砂
利
が
川
を
伝
っ
て

海
岸
へ
流
れ
る
ま
で
の
間
に
小
粒
化
し
、

堆
積
さ
れ
る
が
、
石
田
教
授
に
よ
る
と

「〝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
文
明
〞
に
よ
る
砂
利
の

採
取
が
侵
食
を
招
い
て
い
る
」
と
い
う
。

木
造
に
よ
る
建
造
物
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
昔
に
比
べ
、
道
路
や
ト
ン
ネ
ル
、

林
立
す
る
高
層
ビ
ル
な
ど
、
文
明
は
そ

の
発
展
と
と
も
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
作
る
に
は
、
セ
メ
ン
ト
の
ほ
か
に
砂

利
や
砂
が
欠
か
せ
な
い
。
自
然
界
に
あ

る
こ
れ
ら
の
原
料
を
人
間
が
「
先
取
り
」

す
る
た
め
に
、
結
果
と
し
て
海
岸
に
堆

積
す
る
砂
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
だ
。

石
田
教
授
は
、
こ
れ
ま
で
に
減
少
し
た

砂
利
や
砂
の
９
割
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

原
料
と
し
て
使
わ
れ
、
残
り
１
割
が
ダ

ム
に
堆
積
さ
れ
て
い
る
と
み
る
。

昭
和
５０
年
代
に
入
り
、
山
岳
や
河
川

か
ら
の
土
砂
採
取
を
禁
じ
る
法
律
が
制

定
さ
れ
た
が
、
法
整
備
が
進
む
以
前
は

半
ば
「
取
り
放
題
」
の
状
態
だ
っ
た
た

め
、
砂
浜
の
「
原
料
」
に
な
る
河
床
の

砂
利
自
体
が
激
減
し
た
。
石
田
教
授
は

「
過
去
、
山
や
河
床
の
砂
利
を
採
取
し
過

ぎ
た
結
果
、
海
岸
侵
食
を
受
け
た
砂
浜

は
、
河
川
を
流
れ
る
土
砂
だ
け
で
は
養

成
さ
れ
に
く
い
と
い
う
悪
影
響
を
生
ん

で
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

街
の
近
代
化
が
招
く
悪
循
環

地
球
温
暖
化
の
影
響
も

ビ
ル
の
高
層
化
が
進
め
ば
建
物
自
体

の
床
面
積
が
増
え
る
た
め
、
使
用
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
量
は
さ
ら
に
増
え
る
。

道
路
が
隅
々
ま
で
整
備
さ
れ
れ
ば
砂
利

波
打
ち
際
で
の
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
る
こ
と
で
全
国
的
に
も
有
名
な
羽
咋
市
の
千
里
浜
海
岸（
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
）が
、
年
々
侵
食
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
観
測
に
よ
る
と
１
年
に
１
ｍ
ず
つ
砂
浜
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、こ
の
ま
ま
海
岸
侵
食
が
進
め
ば
、30
年
後
に
は
砂
浜
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
計
算
だ
。千
里
浜
の
現
状
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
自
然
科
学
研
究
科
長
の
石
田
啓
教
授
と
地
元
の
人
々
の
動
き
を
追
っ
た
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
文
明
」が
招
い
た
砂
利
不
足

県内有数の観光スポット千里浜なぎさドライブウェイ。夏になると多くの車が行き交う

手取川から流れ出た砂利が千里浜まで届く（イメージ図）

道
が
な
く
な
り
、
雨
な
ど
で
川
や
海
に

流
れ
る
砂
が
減
る
。
河
川
の
整
備
で
土

手
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
流
れ
出
る
砂
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
道
路
や
河
川
の
整
備

そ
の
も
の
に
も
大
量
の
セ
メ
ン
ト
が
必

要
だ
。
こ
う
し
た
悪
循
環
が
、
砂
浜
を

減
ら
す
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

砂
浜
が
減
る
理
由
は
こ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
る
。

一
般
的
に
温
度
が
上
昇
す
れ
ば
水
は
膨

張
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
が
、
温
暖

化
に
よ
っ
て
地
球
の
表
面
積
の
４
分
の

３
を
占
め
る
海
水
が
膨
張
し
て
お
り
、

陸
地
が
減
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
い

う
。
温
暖
化
が
進
む
と
、
ま
ず
最
初
に

犠
牲
に
な
る
の
は
海
岸
線
で
あ
り
、
砂

浜
の
減
少
は
「
温
暖
化
の
シ
グ
ナ
ル
の

一
つ
」
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
要
因
が

重
な
っ
て
、
海
岸
侵
食
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ぬ
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

海
岸
侵
食
で
消
え
ゆ
く
千
里
浜

再
生
に
向
け
て
走
り
だ
す
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ま
う
た
め
、
現
実
的
な
方
法
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
千
里
浜
で
進
め
ら
れ
て
い
る

の
が
、
別
の
場
所
に
あ
る
砂
を
運
ん
で

く
る
「
養
浜
工
法
」
だ
。

養
浜
工
法
は
人
工
リ
ー
フ
の
設
置
な

ど
と
比
較
し
て
コ
ス
ト
が
低
い
反
面
、

ど
こ
か
ら
砂
を
調
達
し
て
く
る
か
が
カ

ギ
に
な
る
。
千
里
浜
の
砂
は
他
の
海
岸

と
は
違
い
、
粒
子
が
均
一
で
細
か
く
、

ガ
ラ
ス
成
分
の
石
英
が
多
い
の
が
特
徴

だ
。
そ
の
た
め
、
波
で
締
め
固
ま
っ
た

波
打
ち
際
を
車
で
走
る
こ
と
が
で
き
、

国
内
で
も
珍
し
い
「
砂
浜
の
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
」
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
こ
に

異
な
る
性
質
の
砂
を
流
入
さ
せ
れ
ば
、

他
の
海
岸
と
同
じ
よ
う
に
車
を
走
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
千
里
浜
と
同
じ
性
質
の

砂
で
養
浜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

羽
咋
市
滝
町
に
あ
る
滝
港
は
、
海
流

の
流
れ
か
ら
砂
が
た
ま
り
や
す
い
。
こ

こ
に
堆
積
す
る
砂
は
千
里
浜
と
性
質
が

一
緒
の
た
め
、
過
去
３０
年
近
く
に
わ
た

っ
て
毎
年
３
千
�
の
砂
が
千
里
浜
に
運

び
込
ま
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
侵
食
の

進
み
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
た
が
、

現
状
で
も
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
な
い
。

石
田
教
授
は
「
異
常
気
象
な
ど
が
重
な

9

石
田
教
授
ら
有
識
者
が
対
策

「
養
浜
工
法
」で
回
復
目
指
す

砂
浜
が
侵
食
さ
れ
る
現
状
に
つ
い
て

対
策
を
練
り
、
貴
重
な
観
光
資
源
で
も

あ
る
千
里
浜
を
守
ろ
う
と
、
石
川
県
は

平
成
１７
年
、
有
識
者
ら
に
よ
る
「
千
里

浜
海
岸
保
全
対
策
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。
委
員
長
に
は
石
田
教
授
が

就
任
し
、
侵
食
を
防
ぐ
工
法
に
つ
い
て

他
の
委
員
ら
と
と
も
に
議
論
を
重
ね
た
。

海
岸
侵
食
を
食
い
止
め
る
方
法
と
し

て
こ
れ
ま
で
多
用
さ
れ
て
き
た
の
が
、

離
岸
堤
の
設
置
だ
。
離
岸
堤
に
は
波
の

っ
て
砂
浜
を
削

り
取
ら
れ
る
ペ

ー
ス
が
上
が
り
、

少
し
の
養
浜
で

は
追
い
つ
か
な

く
な
っ
て
き
て

い
る
。
千
里
浜

再
生
に
は
養
浜

工
法
が
最
も
適

切
だ
と
考
え
て

い
る
が
、
も
っ
と
大
量
の
『
仕
送
り
』

が
必
要
だ
」
と
訴
え
る
。

研
究
会
や
活
動
を
通
じ

地
元
に
も
危
機
意
識
が
浸
透

過
去
３０
年
近
く
に
及
ぶ
石
田
教
授
ら

の
地
道
な
活
動
を
通
し
て
、
地
元
の

人
々
に
も
危
機
意
識
が
芽
生
え
始
め
て

い
る
。
羽
咋
青
年
会
議
所
前
理
事
長
の

畝
和
弘
さ
ん
（
３９
）
は
、
昨
年
の
同
会

議
所
の
活
動
で
千
里
浜
の
問
題
を
積
極

的
に
取
り
上
げ
、
同
年
３
月
の
例
会
で

は
石
田
教
授
を
招
い
て
、
現
状
や
課
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
た
。

同
会
議
所
も
加

わ
る
「
千
里
浜
海

岸
保
全
・
利
活
用

推
進
協
議
会
」
で

は
、
丘
に
あ
る
砂

を
浜
ま
で
運
ぶ

「
一
人
一
砂
運
動
」

を
提
唱
。
多
く
の

市
民
が
参
加
し
、

実
際
に
養
浜
活
動

に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ「
千
里
浜
・

自然・文化

力
を
弱
め
、
砂
浜
が
削
り
取
ら
れ
る
の

を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
が
、
見
た
目
に
よ

く
な
い
と
の
批
判
も
受
け
や
す
い
。
そ

の
た
め
、
近
年
は
景
観
に
も
配
慮
し
、

幅
を
広
く
し
た
離
岸
堤
を
水
面
下
に
沈

め
る
「
人
工
リ
ー
フ
工
法
」
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。

離
岸
堤
や
人
工
リ
ー
フ
の
設
置
は
、

比
較
的
規
模
の
小
さ
い
砂
浜
で
効
果
を

発
揮
す
る
。
両
端
に
突
堤
を
作
っ
て
周

辺
を
囲
い
込
ん
で
し
ま
え
ば
波
に
よ
る

影
響
が
弱
ま
り
、
砂
浜
は
保
全
で
き
る
。

し
か
し
、「
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
」
は
全
長
８
㎞
に
も
及
び
、
設
置

な
ど
に
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し砂の顕微鏡写真。透き通ったガラス成分が多く含まれる

平成元年ごろに撮影された航空写真

「千里浜がもたらす経済効果は大きい」と指摘する畝さん

保護活動の盛り上がりに期待する石田教授

夢
の
創
造
会
議
２
０
０
７
」
に
は
市
民

約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
海
岸
保
全
に

対
す
る
機
運
を
盛
り
上
げ
た
。

畝
さ
ん
は
「
千
里
浜
は
全
国
に
誇
れ

る
海
岸
な
の
に
、
地
元
の
人
々
の
関
心

は
ま
だ
ま
だ
低
い
。
こ
れ
ら
の
運
動
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き

石
田
先
生
や
大
学
の
力
を
借
り
た
い
。

学
生
に
も
千
里
浜
活
用
と
保
全
の
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た

い
」
と
訴
え
る
。

日
本
海
の
荒
波
が
さ
ら
っ
て
い
く
砂

浜
の
量
を
考
え
れ
ば
、
養
浜
に
も
限
界

は
あ
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
海
岸
侵

食
は
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
あ
り
、
千

里
浜
の
保
全
に
は
地
元
の
人
々
の
協
力

が
不
可
欠
だ
。
畝
さ
ん
も
「
住
民
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
づ

く
り
が
大
切
だ
」
と
説
く
よ
う
に
、
さ

ら
な
る
機
運
の
高
ま
り
が
大
き
な
う
ね

り
と
な
り
、
や
が
て
「
千
里
浜
を
守
る

た
め
の
大
き
な
波
」
に
化
け
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
石
田
教
授
の
研
究
に
学

生
の
力
も
加
わ
れ
ば
、
き
っ
と
〝
潮
目

も
変
わ
る
だ
ろ
う
。

〞
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10

黄
檗
版
大
蔵
経
は
江
戸
時
代
初
期
、

黄
檗
宗
の
僧
だ
っ
た
鉄
眼

て
つ
げ
ん

が
中
国
か
ら

渡
来
し
た
「
万
歴
版

ば
ん
れ
き
ば
ん

大
蔵
経
」
を
も
と

に
作
っ
た
と
さ
れ
、
宗
派
を
問
わ
ず
各

地
の
有
力
な
寺
院
に
広
ま
っ
た
。
常
徳

寺
で
は
、
真
宗
大
谷
派
の
高
僧
で
１５
代

住
職
も
務
め
た
得
住
と
く
じ
ゅ
う
が
黄
檗
版
大
蔵
経

を
収
集
。
２
７
５
個
の
箱
に
収
め
ら
れ

た
大
蔵
経
は
、
本
堂
の
そ
ば
に
あ
る
経

蔵
内
の
「
輪
蔵
り
ん
ぞ
う

」（
大
蔵
経
を
収
納
す
る

棚
）
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
３

月
の
能
登
半
島
地
震
で
中
身
が
散
乱
し

た
た
め
、
現
在
（
２０
代
）
の
藤
懸
了
世

住
職
が
知
己
の
仏
教
研
究
者
を
通
じ
、

大
学
に
修
復
と
調
査
を
依
頼
し
た
。
藤

懸
住
職
は
、「
幼
い
こ
ろ
か
ら
大
蔵
経
の

存
在
は
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的

に
中
身
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
れ

ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
も
の
か
が
分
か
ら

な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

学
生
が
手
作
業
で
修
復

門
徒
向
け
の
説
明
会
も
開
く

森
教
授
ら
は
昨
年
５
月
に
常
徳
寺
を

訪
れ
、
経
蔵
内
の
様
子
を
確
認
。
８
月

２
日
か
ら
３
日
間
、
日
本
史
と
民
俗
学

専
攻
の
准
教
授
２
人
、
学
生
１６
人
と
と

も
に
散
乱
し
た
大
蔵
経
の
整
理
と
修
復

に
あ
た
っ
た
。
本
堂
で
は
、
白
い
手
袋

を
は
め
た
学
生
た
ち
が
真
剣
な
表
情
で

の
り
づ
け
や
ホ
コ
リ
払
い
な
ど
の
作
業

志
賀
町
の
古
寺
に
眠
る
大
蔵
経

能
登
半
島
地
震
を
機
に
初
調
査

志
賀
町
の
真
宗
大
谷
派
常
徳
寺
で
昨
年
8
月
、全
2
0
9
5

冊
に
も
及
ぶ
江
戸
時
代
の
経
典「
黄
檗
版
大
蔵

お
う
ば
く
ば
ん
だ
い
ぞ
う

経
き
ょ
う

」の
調
査
が

行
わ
れ
た
。能
登
半
島
地
震
で
境
内
に
あ
る
経
蔵
の
一
部
が

壊
れ
た
の
を
機
に
、文
学
部
の
森
雅
秀
教
授
ら
が
確
認
し
た
。

経
蔵
に
は
経
典
以
外
に
も
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、

地
元
関
係
者
は
今
後
の
進
展
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

自然・文化

地震で破損した輪蔵（左）と経蔵

を
進
め
、
修
復
を
終
え
た
大
蔵
経
は
購

入
し
た
ス
チ
ー
ル
製
の
棚
に
仮
置
き
さ

れ
た
。
翌
３
日
午
後
に
開
か
れ
た
門
徒

向
け
の
説
明
会
で
は
、
黄
檗
版
大
蔵
経

の
由
緒
や
中
身
に
関
す
る
質
問
な
ど
が

相
次
ぎ
、手
次
寺（
門
徒
が
所
属
す
る
寺
）

へ
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

調
査
は
補
足
す
る
形
で
１１
月
に
も
行

わ
れ
た
。
各
地
に
伝
わ
っ
た
大
蔵
経
は
、

全
て
消
失
し
た
り
、
欠
本
し
た
り
し
た

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、

同
寺
の
黄
檗
版
大
蔵
経
は
完
全
な
状
態

で
残
っ
て
い
た
。
欠
本
な
し
の
状
態
で

見
つ
か
る
の
は
珍
し
い
と
い
う
。

ま
た
、
大
蔵
経
に
は
得
住
本
人
の
書

き
込
み
と
み
ら
れ
る
朱
書
き
が
見
つ
か

っ
た
ほ
か
、
経
蔵
内
に
は
密
教
や
和
歌

に
関
す
る
書
物
、
浄
財
の
内
容
を
示
す

寄
進
札
、
廃
仏
毀
釈
運
動
を
進
め
た
明

治
政
府
を
批
判
す
る
手
書
き
の
建
白
書

な
ど
、
貴
重
な
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
た
。
森
教
授
は
「
こ
れ
ら
を
読
み

8月に行われた調査で経典の修復作業にあたる学生

解
く
こ
と
で
、
当
時
の
得
住
の
思
考
や

常
徳
寺
を
取
り
巻
く
経
済
的
、
社
会
的

な
状
況
が
透
け
て
見
え
て
く
る
は
ず
だ
」

と
語
る
。

「
大
学
は
本
当
に
頼
も
し
い
」

今
後
の
継
続
調
査
に
も
期
待

藤
懸
住
職
は
「
学
生
さ
ん
た
ち
の
修

復
作
業
は
あ
り
が
た
か
っ
た
し
、（
大
蔵

経
の
）
丁
寧
な
扱
い
を
と
て
も
う
れ
し

く
感
じ
た
。
先
生
か
ら
は
保
管
方
法
や

中
身
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
て
安

心
し
た
。
大
学
の
よ
う
な
存
在
は
本
当

に
頼
も
し
い
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
、

「
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
目
的
と
し
た
学
生

さ
ん
の
来
訪
に
は
快
く
応
じ
た
い
」
と

話
す
。
森
教
授
に
よ
る
と
、
大
蔵
経
以

外
の
資
料
の
分
析
は
今
後
も
継
続
的
に

進
め
て
い
く
と
い
い
、
新
た
な
史
実
の

発
見
や
、
常
徳
寺
と
大
学
の
さ
ら
な
る

交
流
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

常徳寺に保管されていた黄檗版大蔵経

学生らの来訪を喜ぶ藤懸住職

調査の成果を語る森教授
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2
校
目
の
自
然
学
校
開
校
で

人
材
確
保
が
急
務
に

角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
里
山
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
活
動
す
る
「
角
間
の
里
山
自

然
学
校
」
に
続
き
、
平
成
１８
年
１０
月
、

三
井
物
産
環
境
基
金
の
支
援
を
受
け
る

「
能
登
半
島
里
山
里
海
自
然
学
校
」
が

珠
洲
市
三
崎
町
小
泊
を
拠
点
に
開
校
し

た
。
開
校
が
決
ま
っ
て
す
ぐ
に
、
自
治

体
な
ど
か
ら
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
し

た
自
然
体
験
活
動
開
催
へ
の
協
力
、
講

師
の
派
遣
と
い
っ
た
要
望
が
相
次
い
で

寄
せ
ら
れ
、
地
元
の
期
待
の
高
さ
を
う

か
が
わ
せ
た
。

大
学
で
は
２
校
目
の
自
然
学
校
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
里
山
里
海
自
然
学

校
で
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や

進
め
方
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
面
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
基
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
事
業
拡
大
時
に
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
問
題
に
な
る
の
が
人
材
の

確
保
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
導
く
人
材
に
対

す
る
保
護
者
ら
の
期
待
は
大
き
い
。
ま

し
て
や
子
ど
も
の
安
全
に
関
わ
る
役
目

だ
け
に
、
一
定
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人

材
が
必
要
と
な
る
。
大
学
も
体
験
活
動

を
実
施
す
る
た
び
に
信
頼
で
き
る
人
を

自
然
と
触
れ
合
う
子
ど
も
を
導
く

里
山
里
海
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

自
然
と
向
き
合
い
、実
際
に
見
て
、触
れ
て
、時
に
は
火
や
刃

物
を
使
用
し
な
が
ら
体
験
活
動
を
満
喫
す
る
金
沢
大
学
の
自

然
学
校
。外
で
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て
い
る
現
代
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
だ
。そ
ん
な
活
動
を
安
全
に
楽

し
く
運
営
す
る
た
め
の
人
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
自
然

学
校
で
昨
年
の
春
、学
生
を
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
て
る
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

人材養成

探
し
だ
し
、
派
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
大
学
が
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
「
里
山
里
海
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
だ
。

大
学
生
が
ノ
ウ
ハ
ウ
学
び

目
配
り
で
き
る
指
導
者
に

自
然
体
験
活
動
に
は
、
多
い
と
き
で

数
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
。

し
か
し
、
屋
外
が
中
心
の
活
動
で
講
師

が
一
度
に
目
を
配
れ
る
人
数
に
は
当
然

限
り
が
あ
る
。
こ
こ
で
養
成
す
る
里
山

里
海
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
そ
ん
な
と
き
に

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら

活
動
を
き
め
細
か
く
補
助
す
る
、
い
わ

自然体験活動のベテラン指導員による講義

ば
「
班
長
」
的
役
割
を
担
う
人
材
だ
。

昨
年
５
月
、
金
沢
大
学
五
十
周
年
記

念
館
「
角
間
の
里
」
に
同
大
を
含
む
県

内
の
大
学
か
ら
８
人
の
学
生
が
集
ま
っ

た
。
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
コ
ー
ン：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
」）
の

「
自
然
体
験
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
に
沿
っ
た
「
里
山
里
海
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
す
る
学
生
た

ち
だ
。
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
と
は
自
然
体
験
活
動

の
普
及
、
指
導
者
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
こ
こ
が
定
め
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
す
れ
ば
、
一
般
的

に
も
指
導
者
と
し
て
の
技
能
・
知
識
を

持
つ
と
認
定
さ
れ
る
。

里
山
里
海
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
は
、

雑木林の手入れ方法を地元ボランティアに教わる

採集したキノコを調べる子どもたちとリーダー

民宿のお母さんからアウトドア料理を習う

能
登
で
の
１
泊
２
日
の
合
宿
を
含
む
４

日
間
で
、
基
本
と
な
る
指
導
者
と
し
て

の
心
構
え
や
里
地
に
つ
い
て
の
専
門
的

な
知
識
を
学
ぶ
座
学
、
田
植
え
や
里
山

保
全
活
動
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

体
験
参
加
、
赤
十
字
指
導
員
に
よ
る
救

急
救
命
法
な
ど
の
講
習
を
受
け
た
。
こ

う
し
て
誕
生
し
た
里
山
里
海
リ
ー
ダ
ー

は
、
自
然
学
校
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、

輪
島
市
や
珠
洲
市
、
金
沢
市
周
辺
で
開

催
さ
れ
た
１０
も
の
自
然
体
験
活
動
に
参

加
し
、
活
躍
し
た
。

県
内
各
地
で
力
を
発
揮
し

大
学
と
地
域
と
の
交
流
促
す

昨
春
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
里
山
里

海
リ
ー
ダ
ー
だ
が
、
す
で
に
自
然
学
校

で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
必
要
不
可

欠
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
里
山
里
海

自
然
学
校
に
常
駐
す
る
赤
石
大
輔
研
究

員
は
「
講
座
を
修
了
し
た
学
生
に
は
、

小
泊
の
自
然
学
校
を
舞
台
に
地
域
と
大

学
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。
大
学
で
は
、
県
内

の
自
然
体
験
活
動
を
支
え
る
人
材
を
育

成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
大
学
生
と
地

域
と
の
さ
ら
な
る
交
流
を
促
す
た
め
、

来
年
度
以
降
も
講
座
を
開
講
し
、
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
て
い
く
。

社
会
貢
献
室
研
究
員
　
中
村
晃
規
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将
軍
家
献
上
の
沢
野
ご
ぼ
う

県
が
結
ん
だ
七
尾
と
の
縁

沢
野
ご
ぼ
う
は
、
一
般
に
売
ら
れ
て

い
る
ご
ぼ
う
よ
り
も
太
く
て
大
き
い
の

が
特
徴
だ
。
１
ｍ
を
超
え
る
も
の
も
珍

し
く
な
い
が
、
調
理
が
し
に
く
く
な
る

た
め
、
幅
３
㎝
、
長
さ
７０
㎝
が
出
荷
時

の
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
肉
質
が
非
常

に
柔
ら
か
く
、
ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感

が
楽
し
め
、
江
戸
時
代
に
は
加
賀
藩
の

特
産
品
と
し
て
将
軍
家
や
京
都
の
寺
院

に
も
献
上
さ
れ
た
。
地
元
の
人
々
が
誇

る
伝
統
食
材
の
一
つ
で
も
あ
る
。

数
年
前
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
て

動
き
始
め
た
生
産
組
合
は
、「
実
際
に
ど

う
動
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
問
題
を
抱
え
つ
つ
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
こ
に
知
的
財
産

法
ゼ
ミ
の
大
友
信
秀
教
授
を
引
き
合
わ

せ
た
の
が
、
石
川
県
地
域
振
興
課
で
地

域
問
題
と
高
等
教
育
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

担
っ
て
い
る
俵
幸
嗣
課
長
だ
。
以
前
、

県
外
の
仕
事
で
知
り
合
っ
た
２
人
は
約

１０
年
ぶ
り
に
金
沢
で
再
会
し
、
地
域
問

題
に
精
通
す
る
俵
課
長
が
沢
野
ご
ぼ
う

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
話
を
持
ち
か
け
た
。

沢
野
ご
ぼ
う
に
情
熱
を
注
ぐ
生
産
者
と

知
的
財
産
法
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指

す
学
生
。
一
見
畑
違
い
に
も
思
え
る
２

つ
の
分
野
に
取
り
組
む
両
者
が
、
こ
う

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
１
つ
の
目
標

を
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

知
財
ゼ
ミ
の
学
生
加
わ
り

「
地
域
団
体
商
標
」
獲
得
を

平
成
１８
年
１０
月
に
初
め
て
沢
野
町
を

訪
れ
た
学
生
ら
は
ま
ず
、
沢
野
ご
ぼ
う

の
収
穫
を
手
伝
っ
た
り
、
収
穫
祭
で
販

売
を
担
当
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
生
産

者
と
の
交
流
を
深
め
た
。
毎
週
開
か
れ

る
ゼ
ミ
で
も
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
広
報
手

段
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
生
産
者
と

も
議
論
を
重
ね
る
う
ち
に
、
組
合
が
目

12

た

生産組合の人に教わりながら収穫を体験する学生

七尾の伝統野菜、沢野ごぼう。味と香りのよさがウリだ

七
尾
の
伝
統
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
化

ご
ぼ
う
で
深
ま
る
地
域
と
の
絆

学
生
参
画
で「
新
商
標
」出
願
へ

能
登
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
七
尾
市
で
、
古
く
か
ら
特
産
品
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
「
沢
野
ご
ぼ
う
」。
こ
の
伝

統
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
、
ま
ち
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
、
地
元
沢
野
町
の
生
産
組
合
が
立
ち
上
が
っ
た
。
ブ

ラ
ン
ド
化
へ
の
情
熱
は
法
学
部
の
学
生
に
も
飛
び
火
し
、
や
が
て
継
続
的
な
交
流
へ
と
発
展
。
地
元
住
民
の
情
熱
に
学

生
の
若
さ
が
加
わ
り
、
七
尾
の
ま
ち
づ
く
り
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
。

地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
綱
田
百
合
香

和倉温泉で開かれたイベントで、沢野ごぼうを使った商品をPRする学生
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ね
ば
な
ら
ず
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
年

を
重
ね
る
ほ
ど
重
労
働
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
近
年
は
栽
培
を
断
念

す
る
農
家
も
多
か
っ
た
の
だ
が
、
新
し

い
組
合
の
活
動
が
周
知
さ
れ
始
め
た
こ

と
で
需
要
が
高
ま
り
、
栽
培
を
再
開
す

る
農
家
が
出
て
き
た
。
ま
た
、
沢
野
ご

ぼ
う
用
に
改
良
さ
れ
た
農
機
が
開
発
さ

れ
、
増
産
が
望
め
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

地
域
間
の〝
ブ
ラ
ン
ド
ご
ぼ
う
交
流
〞

の
話
も
出
て
き
て
い
る
。
ゼ
ミ
で
は
、

輪
島
市
三
井
町
の
「
細
谷
ご
ぼ
う
」
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、

沢
野
ご
ぼ
う
事
業
協
同
組
合
の
村
尾
忠

宏
副
理
事
は
「
品
質
の
似
て
い
る
細
谷

ご
ぼ
う
の
生
産
者
と
互
い
の
ご
ぼ
う
を

持
ち
寄
り
、
切
磋
琢
磨
す
る
会
を
開
き

た
い
」
と
学
生
を
通
じ
た
地
域
間
の
交

流
に
発
展
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
第
一
歩

年
内
の
登
録
ほ
ぼ
確
実
に

沢
野
ご
ぼ
う
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
短
期

間
で
は
終
わ
ら
な
い
。
地
域
団
体
商
標

に
つ
い
て
は
、
順
調
に
進
め
ば
今
年
中

の
獲
得
が
見
通
せ
る
が
、
そ
の
後
も
ブ

ラ
ン
ド
の
維
持
や
新
商
品
開
発
な
ど
、

や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
み
だ
。

ゼ
ミ
内
で
は
現
在
、
４
年
生
か
ら
引

き
継
ぎ
を
受
け
た
３
年
生
が
主
軸
に
な

り
、
申
請
補
助
や
広
報
支
援
な
ど
の
活

動
を
続
け
て
い
る
。
七
尾
で
学
び
、
卒

業
し
て
い
く
学
生
に
「
七
尾
を
第
２
の

故
郷
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
る
組
合
員
。
学
生
た
ち
も
「
七
尾

に
行
く
の
は
研
究
の
た
め
だ
け
で
は
な

い
。
地
元
の
方
に
会
う
の
が
楽
し
い
か

ら
」
と
笑
顔
で
応
じ
る
。

両
者
の
活
動
を
支
え
る
大
友
教
授
は
、

「
授
業
で
教
え
る
こ
と
は
た
だ
の
知
識
だ

が
、
自
分
で
学
び
取
っ
た
こ
と
は
応
用

が
利
く
。
地
元
の
人
と
一
緒
に
悩
み
、

失
敗
し
、
学
ぶ
。
体
験
を
通
じ
て
法
学

の
生
か
さ
れ
て
い
る
現
場
、
ま
た
そ
こ

に
あ
る
課
題
や
限
界
を
学
び
取
っ
て
ほ

し
い
」
と
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。

後
の
活
動
の
広
が
り
に
期
待
す
る
。

沢
野
ご
ぼ
う
に
限
ら
ず
、
七
尾
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
関
わ
る
活
動
で
あ
れ

ば
、
施
設
は
ど
こ
の
学
生
に
対
し
て
も

無
料
で
開
放
し
て
い
る
。
広
く
学
生
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
玄
関

先
に
は
高
等
教
育
機
関
が
連
携
す
る

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
」
の
名
前

を
入
れ
た
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石

川
　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
谷
川
」
と
記
し
た

看
板
を
掲
げ
た
。

民
家
を
学
生
に
自
由
に
使
わ
せ
る
と

い
う
決
断
は
、
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
。
こ
れ
は
、
沢
野
ご
ぼ
う
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
一
緒
に
汗
を
流
し

て
き
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
「
信
頼
関

係
の
賜
物
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

生
産
拡
大
の
兆
し
広
が
る

輪
島
と
の
地
域
間
交
流
も

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
周
辺
の
動
き

も
、
少
し
ず
つ
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

沢
野
ご
ぼ
う
は
砂
地
で
育
つ
普
通
の

ご
ぼ
う
と
は
違
い
、
粘
土
質
の
固
い
土

壌
で
栽
培
さ
れ
る
。
種
ま
き
や
収
穫
時

に
は
畑
を
１
ｍ
の
深
さ
ま
で
掘
り
下
げ

指
し
て
い
た
「『
沢
野
ご
ぼ
う
』
の
名
を

地
域
団
体
商
標
と
し
て
登
録
し
た
い
」

と
い
う
目
標
に
向
け
て
具
体
的
に
動
き

出
す
こ
と
に
し
た
。

従
来
の
商
標
制
度
を
よ
り
柔
軟
に
運

用
す
る
地
域
団
体
商
標
制
度
は
、
地
域

の
産
品
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
保
護
し
、

生
産
者
の
信
用
を
維
持
す
る
の
が
目
的
。

農
産
品
や
海
産
物
、
工
業
製
品
、
温
泉

名
な
ど
で
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

出
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
元
で
は
す
で
に
沢
野
ご
ぼ
う
を
使

っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
ク
ッ
キ
ー
、

う
ど
ん
な
ど
の
加
工
品
が
開
発
さ
れ
、

多
く
は
す
で
に
商
品
化
さ
れ
て
い
る
か
、

商
品
化
へ
の
道
筋
が
つ
い
て
い
た
。
地

域
団
体
商
標
を
獲
得
す
れ
ば
、
沢
野
ご

ぼ
う
に
さ
ら
な
る
箔
が
つ
き
、
全
国
に

発
信
す
る
た
め
の
足
が
か
り
に
も
な
る
。

た
だ
し
、
出
願
に
は
「
一
定
の
認
知

度
（
周
知
性
）」
を
証
明
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
沢
野
ご
ぼ
う
に
と
っ
て
、
ハ

ー
ド
ル
は
け
っ
し
て
低
く
な
か
っ
た
。

な
い
も
の
づ
く
し
で
始
ま
っ
た
地
域
団

体
商
標
獲
得
へ
の
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、

昨
年
２
月
に
出
願
主
体
と
な
る
「
沢
野

ご
ぼ
う
事
業
協
同
組
合
」
を
設
立
。
続

い
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
し
、
５
月
に

は
学
生
が
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
た
。

地
域
団
体
商
標
に
つ
い
て
授
業
で
学

ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
１
回
き
り

で
終
わ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
は

そ
こ
に
焦
点
を
当
て
て
教
室
を
飛
び
出

し
た
。
学
生
は
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
目

標
に
向
け
て
奔
走
す
る
こ
と
で
、
講
義

を
受
け
る
だ
け
で
は
け
っ
し
て
分
か
ら

な
い
地
域
団
体
商
標
獲
得
ま
で
の
苦
労

と
、
地
域
全
体
が
一
致
団
結
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

学
生
の
来
訪
を
常
に
歓
迎

個
人
別
宅
を
無
料
で
開
放

一
方
の
組
合
も
、「
も
っ
と
学
生
に
来
て

も
ら
い
た
い
」「
来
て
く
れ
る
だ
け
で
活
気

が
出
る
」
と
大
学
の
参
画
を
歓
迎
し
て

い
る
。
学
生
の
活
動
拠
点
と
な
る
場
所

を
作
り
、
気
軽
に
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
、

組
合
員
の
谷
川
与
志
夫
さ
ん
（
６１
）
は
今

年
１
月
、
所
有
す
る
別
宅
を
開
放
し
た
。

も
ち
ろ
ん
町
内
に
は
、
学
生
も
使
え

る
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ
る
が
、

管
理
や
手
続
き
で
気
を
遣
う
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
谷
川
さ
ん
の
別
宅
は
、

「
事
前
の
連
絡
」
と
「
来
た
と
き
よ
り
も

き
れ
い
に
す
る
こ
と
」
さ
え
守
れ
ば
、

自
由
に
使
え
る
。
ゼ
ミ
で
沢
野
ご
ぼ
う

担
当
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
道
野
卓
さ

ん
（
３
年
）
は
、「
地
元
の
方
の
好
意
は

素
直
に
う
れ
し
い
。
こ
の
家
が
あ
れ
ば

収
穫
祭
の
前
日
に
七
尾
に
入
り
、
会
場

設
営
か
ら
手
伝
え
る
。
ま
た
、
ゼ
ミ
合

宿
な
ど
で
も
活
用
し
て
み
た
い
」
と
今

地域課題

学生の活動拠点としてオープンしたゲストハウス

地元住民と一緒に郷土料理を作り、交流を深めた

七尾の伝統野菜、沢

沢野ごぼうは縄を使って掘る伝統がある
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学
生
だ
け
で
企
画
、運
営

1
万
5
千
人
を
動
員

ま
だ
夏
の
暑
さ
が
残
る
昨
年
９
月
２３

日
の
日
曜
日
、「
合
同
学
園
祭
’０７
」
が
金

沢
市
の
金
沢
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

学
生
団
体
「
創
ル
部
」
が
主
催
し
、
１

日
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
な
が
ら
１
万
５
千

人
を
超
え
る
来
場
者
が
多
彩
な
催
し
を

楽
し
ん
だ
。

合
同
学
園
祭
は
昨
年
に
引
き
続
い
て

の
開
催
で
、
学
校
の
垣
根
を
取
り
払
い
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
す
べ
て
を
創
ル
部

の
部
員
が
担
っ
た
。
企
業
な
ど
が
出
展

す
る
３３
も
の
ブ
ー
ス
が
会
場
を
取
り
囲

み
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
ク
イ
ズ
や

ダ
ン
ス
バ
ト
ル
な
ど
華
や
か
な
催
し
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
呼
び
物
の
一
つ

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
で
は
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
形
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
学

生
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

が
光
っ
た
。

「
こ
ん
な
に
多
く
の
学
生
が
い
る
の
に
、

な
ぜ
金
沢
の
学
園
祭
は
い
ま
い
ち
盛
り

上
が
ら
な
い
の
か
？
」。
そ
ん
な
些
細
な

学
生
の
思
い
つ
き
か
ら
始
ま
っ
た
活
動

だ
が
、
最
終
的
に
は
石
川
県
内
の
２８
校

か
ら
集
ま
っ
た
学
生
３
５
０
人
に
、
５３

社
も
の
企
業
が
協
賛
す
る
「
金
沢
の
学

園
祭
」
を
作
り
上
げ
た
の
だ
。

ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
苦
労

3
万
円
の
協
賛
金
に
涙

前
年
度
に
引
き
続
き
、
０７
年
４
月
か

ら
活
動
を
始
め
た
創
ル
部
「
合
同
学
園

祭
’０７
実
行
委
員
会
」。
ま
ず
は
告
知
を
兼

ね
、
金
沢
で
も
最
大
級
の
お
祭
り
で
あ

る
「
金
沢
百
万
石
祭
り
」
に
参
加
し
た
。

学
生
運
営
の「
創
ル
部
」が

2
年
目
の
合
同
学
園
祭

金
沢
を
中
心
と
す
る
13
の
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
の

学
生
が
、合
同
の
学
園
祭
を
開
催
す
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
。

「
自
分
た
ち
の
手
で
街
を
盛
り
上
げ
た
い
」と
い
う
思
い
が
、

約
1
万
5
千
人
の
心
を
つ
か
む
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。

学
都
金
沢
で
今
、新
た
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
そ
う
と

奮
闘
す
る
私
た
ち「
創
ル
部
」の
活
動
を
紹
介
す
る
。

地域課題

５７
人
の
部
員
が
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

ジ
ー
ン
ズ
姿
で
、
曲
の
合
間
に
入
れ
る

拍
子
を
「
合
同
学
祭
！
」
と
ア
レ
ン
ジ

し
て
約
３
時
間
、
市
内
を
元
気
に
練
り

歩
い
た
。
百
万
石
祭
り
の
来
場
者
か
ら

は
「
何
か
や
る
の
？
」「
頑
張
っ
て
」
と

声
が
か
か
る
。
５
月
に
は
石
川
県
と
金

沢
市
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
の

後
援
が
決
定
し
、
地
域
の
人
の
温
か
い

声
援
を
受
け
た
部
員
は
皆
「
成
功
で
き

る
」
と
確
信
し
た
。

学
園
祭
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、
当

初
か
ら
大
き
な
問
題
も
抱
え
て
い
た
。

初
年
度
の
協
賛
企
業
の
一
部
か
ら
「
支

援
打
ち
切
り
」
を
通
告
さ
れ
て
い
た
の

だ
。
開
催
日
だ
け
は
決
定
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
資
金
は
ゼ
ロ
で
活
動

拠
点
も
な
い
。
そ
ん
な
逆
境
に
意
欲
を

駆
り
た
て
る
部
員
が
い
る
反
面
、
不
安

定
な
状
態
は
、
時
に
部
員
の
心
を
弱
く

も
す
る
。「
開
催
な
ん
て
本
当

に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
弱

音
を
吐
く
仲
間
が
続
出
し
た
。

し
か
し
開
催
日
も
決
ま
っ
た

今
は
や
る
し
か
な
い
。
初
め
て

組
む
予
算
計
画
、
資
料
作
成
、

企
業
と
の
交
渉
や
連
絡
な
ど
、

「
分
か
ら
な
い
か
ら
で
き
な
い
」

の
で
は
な
く
、「
分
か
ら
な
い
け

ど
や
っ
て
み
る
」
と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
私

た
ち
は
挑
戦
を
続
け
た
。
最
低

限
必
要
な
資
金
は
３
０
０
万
円
。

夏
休
み
に
は
部
員
全
員
で
企
業

の
ド
ア
を
叩
き
協
力
を
求
め
、

初
め
て
協
力
し
て
く
れ
た
企
業

か
ら
の
３
万
円
に
涙
し
た
。
学

生
ら
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
の
か
協
賛
企

業
は
徐
々
に
増
え
、
９
月
に
入
っ
て
よ

う
や
く
開
催
の
見
通
し
が
立
っ
た
。

「
金
沢
に
感
動
と
衝
撃
を
」

3
年
目
に
向
か
っ
て
飛
躍

最
終
的
に
は
成
功
を
収
め
た
２
年
目

の
合
同
学
園
祭
だ
が
、
創
ル
部
に
は
ま

だ
ま
だ
課
題
が
残
る
。
多
く
の
学
生
は

卒
業
し
て
し
ま
う
た
め
、
後
継
者
を
育

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
活
動
場

所
は
い
ま
だ
に
空
き
教
室
で
、
部
の
認

PR用のプラカードを手作りする部員

多くの来場者を集めた合同学園祭'07

文
学
部
　
近
藤
珠
実

知
度
も
ま
だ
ま
だ
低
い
。
人
を
呼
び
込

む
学
園
祭
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト

や
仕
掛
け
も
必
要
だ
。「
金
沢
に
衝
撃
と

感
動
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
魅
力
あ
る

学
生
の
街
を
全
国
に
伝
え
た
い
」
と
願

う
ア
ツ
い
学
生
集
団
は
、
ま
だ
動
き
始

め
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

イベントの成功を喜ぶ創ル部のメンバー

トークで会場を盛り上げる

創
ル
部
の
合
同
会
議
は
毎
週
水
曜
日
午
後

６
時
か
ら
石
川
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
い
む
」（
旧
県
庁
舎
２
Ｆ
）で
。
問
い

合
わ
せ
はinfo

@
tukurub

u.o
rg

ま
で
。
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－「学ぶこと」の 
　原点がここにある－ 

－地域に開かれた生涯学習活動の拠点－ 
附属図書館は本学の前身校である第四高等学校、金沢医科大学、金沢工業

専門学校、金沢高等師範学校、石川青年師範学校、金沢医科大学附属薬学

専門部の各図書館を統合継承し、昭和24年に設置されました。 

附属図書館は本学の前身校である第四高等学校、金沢医科大学、金沢工業

専門学校、金沢高等師範学校、石川青年師範学校、金沢医科大学附属薬学

専門部の各図書館を統合継承し、昭和24年に設置されました。 

【お問い合わせ】 中央図書館 　　〒920-1192　金沢市角間町（角間北キャンパス） 
 　　　　　　　Tel：076-264-5211  Fax：076-264-5208 
 医学部分館 　　〒920-8640　金沢市宝町13-1（宝町キャンパス） 
 　　　　　　　Tel：076-265-2141  Fax：076-234-4211 
 自然科学系図書館　〒920-1192　金沢市角間町（角間南キャンパス） 
 　　　　　　　Tel：076-264-6554  Fax：076-264-6553 
【開館時間】【休館日】各館で異なりますので、詳しくはホームページをご覧下さい。 

 http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/

【開館時間】 12:00～16:00 
【休　館　日】 土･日曜日、祝日、年末年始、展示替期間 

【入　館　料】 無料 

【お問い合わせ】 〒920-1192　金沢市角間町（金沢大学附属中央図書館内） 
 Tel：076-264-5215  Fax：076-234-4051 

E-mail museum@ad.kanazawa-u.ac.jp
  http://web.kanazawa-u.ac.jp/~shiryo/index.html

－地域に開かれた生涯学習活動の拠点－ 

資料館は、金沢大学の歴史の

なかで、研究・教育の結果生み

出された様々な学術資料や大

学自身を物語る史料を集め、整理・

保存し、常時展覧会などを開催

しています。「温故知新」－「学び」

の歴史を刻む資料館で、何か

新しい発見をしてみませんか？ 

資料館は、金沢大学の歴史の

なかで、研究・教育の結果生み

出された様々な学術資料や大

学自身を物語る史料を集め、整理・

保存し、常時展覧会などを開催

しています。「温故知新」－「学び」

の歴史を刻む資料館で、何か

新しい発見をしてみませんか？ 

－「学ぶこと」の 
　原点がここにある－ 

図書館はどなたでも 
 利用することができます。 
 また、北陸三県に在住、 
または石川県内に 

通勤・通学している方には 
資料の貸し出しも 
 行っています。 

九谷木米倣画大皿（暁烏陶磁器コレクション） 

（4月1日から医学系分館） 
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